
 いいたて までいな復興計画 （第 1 版）  
 

 

みんなで創ろう  

    新たな『いいたて』を 
～「までいの力」を結集して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
子どもたちの未来のために！ 

 

 

 

平成 23 年 12 月 16 日 
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村民の復興村民の復興

村の復興村の復興

・村民でよかった

・いいたてっ子でよかった

・離れていても家族

・離れていてもいいたて村

・生活基盤の再建

・村に戻れてよかった

・村で生きがいを見つけた

・村で仕事を見つけた
・家族そろっての生活

・世界の範たる復興の村

「までいの力」の結集「までいの力」の結集
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３ 施策・事業の段階的実施
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●基本方針毎の現状の課題

４ 現状の課題と必要な対策

② ④① ⑤

●必要な対策

③

1700
2700
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５ 重点施策・事業

⑬

①

③

⑦

⑧

④

⑤

⑥

⑩

mSv
mSv

※
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６ 基本方針の主な施策･事業
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基本方針① 生命（いのち）をまもる
・村の外でも元気に暮らす ・村に帰っても活き活きと暮らす

○
•

•

•

•

•

•

•

現状の課題

○

基本方針
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○

◆

○これまで以上に充実した健康づくりを推進します。

(

主な施策・事業①

基本方針① 生命（いのち）をまもる
・村の外でも元気に暮らす ・村に帰っても活き活きと暮らす
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○生き生きと安心して暮らすための健康づくり・健診
を継続的に実施します。

○健康や放射線リスクについての情報を提供する機
会を充実させます

○

※

○

主な施策・事業②

基本方針① 生命（いのち）をまもる
・村の外でも元気に暮らす ・村に帰っても活き活きと暮らす
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基本方針② 子どもたちの未来をつくる
・未来を担う子どもたちのために、共に育つ「共育」の場を充実させ、

「いいたて」を支える人材を育成する

○
•
•
•

•
•

•
•
•

•

•
•

•
•

現状の課題

基本方針

○

- 13 -



基本方針② 子どもたちの未来をつくる
・未来を担う子どもたちのために、共に育つ「共育」の場を充実させ、

「いいたて」を支える人材を育成する

○子どもの教育環境を整備します

•
•
•

○子どもたちの健康を守ります

•

○家庭への子ども支援を充実します

○転入学する子どもを支援します

•

○学校・保護者・住民の放射線に関する共通理解を
深めます

•
•

主な施策・事業①
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○学校・保護者・住民が連携し地域と共にある学
校づくりを推進します

•

•

○ふるさとの文化に学び、心のある交流活動を充
実させます

○キャリア教育・体験プログラムを実施し、就学と生
きぬく力の育成を支援します

•
•
•

○子どもたちが安全に安心して就学するための支
援を継続します
•
•
•

主な施策・事業②

基本方針② 子どもたちの未来をつくる
・未来を担う子どもたちのために、共に育つ「共育」の場を充実させ、

「いいたて」を支える人材を育成する
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○
•

•

•

•

現状の課題

○

基本方針

基本方針③ 人と人がつながる
・今までの絆を守りながら、避難中にはぐくまれたつながりを

大切にして、新たなコミュニティをつくる。
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○避難先でのあらたなコミュニティづくりを進めます。

○従来からの行政区のつながりを維持していくための
支援を行います。

○必要な情報をわかりやすく、迅速に提供します。

主な施策・事業①

基本方針③ 人と人がつながる
・今までの絆を守りながら、避難中にはぐくまれたつながりを

大切にして、新たなコミュニティをつくる。

- 17 -



○帰村後、従来の行政区を中心としたコミュニティを
再開します。

○必要な情報提供については、引き続き実施します。

○今回の災害によって、新たに構築された国内外の
絆を大切にし、一日でも早い復興の実現に活かし
ていきます。

○今回の避難によってできた国内外の絆・つながりを
大切にし、一日でも早い復興の実現に活かしてい
きます。

主な施策・事業②

基本方針③ 人と人がつながる
・今までの絆を守りながら、避難中にはぐくまれたつながりを

大切にして、新たなコミュニティをつくる。
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○
•
•
•
•
•
•
•

•

現状の課題

○

基本方針

基本方針④ 原子力災害をのりこえる
・放射能の除染を徹底的に進める

・自ら考え判断するため、放射能汚染に対する
情報の共有と話し合いを進める。
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○除染とモニタリングにより、ふるさとの早期再生を
進めます

○早期除染を進めるため、村民からなる推進組織
を整備します

主な施策・事業①

基本方針④ 原子力災害をのりこえる
・放射能の除染を徹底的に進める

・自ら考え判断するため、放射能汚染に対する
情報の共有と話し合いを進める。
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○除染に関する知識を深め、村民が除染活動に関
わる環境を整えます

○村内全域にわたる除染を進めます

◆

主な施策・事業②

基本方針④ 原子力災害をのりこえる
・放射能の除染を徹底的に進める

・自ら考え判断するため、放射能汚染に対する
情報の共有と話し合いを進める。
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○継続的に除染活動を実施します（宅地・農地・
山林）

•
•
•
•
•

○長期にわたり放射線量を監視し、精力的に除
染を進めます

•

○除染目標の達成を目指します
•
•
•
•
•

○長期にわたり放射線量を監視し、精力的に除
染を進めます。

•

主な施策・事業③

基本方針④ 原子力災害をのりこえる
・放射能の除染を徹底的に進める

・自ら考え判断するため、放射能汚染に対する
情報の共有と話し合いを進める。
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基本方針⑤ までいブランドを再生する
・これまで築いてきた「までいブランド」の回復を図ると共に、

新たな産業を積極的に導入することで、活気ある飯舘村を再生する。

○
•
•

•
•

•

•

•

現状の課題

○

基本方針
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○既存産業の早期復興を支援します

○農業による収入の確保と農業生産基盤の整備に取
り組みます

主な施策・事業①

基本方針⑤ までいブランドを再生する
・これまで築いてきた「までいブランド」の回復を図ると共に、

新たな産業を積極的に導入することで、活気ある飯舘村を再生する。
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○安心して就業できる環境づくりに取り組みます

○国の除染事業の受け皿を早期に構築します

○村外で操業する事業所移転の支援に努めます

○みかげ石など村内の資源を活用した産業に取り組
みます

主な施策・事業②

基本方針⑤ までいブランドを再生する
・これまで築いてきた「までいブランド」の回復を図ると共に、

新たな産業を積極的に導入することで、活気ある飯舘村を再生する。
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○既存産業の復興を継続的に支援します
•
•

•

○新規産業を積極的に振興します
•

•
•
•
•
•
•

○就業者・雇用者を継続的に支援します
•
•

○既存産業の復興を継続的に支援します
•
•

○新規産業を積極的に振興します
•
•

○就業者・雇用者を継続的に支援します
•

主な施策・事業③

基本方針⑤ までいブランドを再生する
・これまで築いてきた「までいブランド」の回復を図ると共に、

新たな産業を積極的に導入することで、活気ある飯舘村を再生する。
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７ 資料編
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960-1301 10 2 
 024-562-4200  FAX 024-562-2466 

   960-1892 580 1 
 0244-42-1611  FAX 0244-42-1601 

http://www.vill.iitate.fukushima.jp 


